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読
者
の
皆
さ
ん
は
、
愛
知
と
言
え
ば
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
を
持
た
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
ト
ヨ
タ
自

動
車
を
中
心
に
し
た
自
動
車
産
業
の
集
積
地
で
日

本
有
数
の
物
づ
く
り
県
、
味
噌
カ
ツ
や
味
噌
煮
込

み
う
ど
ん
な
ど
独
自
の
食
文
化
を
持
つ
と
こ
ろ
な

ど
だ
ろ
う
か
。

愛
知
の
も
う
一
つ
の
側
面
が
戦
前
も
今
も
軍
需

産
業
の
一
大
集
積
地
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。戦
前
、

名
古
屋
市
内
に
は
、
名
古
屋
陸
軍
造
兵
廠
熱
田
製

造
所
や
愛
知
航
空
機
・
愛
知
時
計
電
機
の
ほ
か
、

三
菱
関
連
で
は
名
古
屋
発
動
機
製
作
所
、
名
古
屋

航
空
機
製
作
所
瑞
穂
工
場
・
道
徳
工
場
、
ゼ
ロ
戦

の
設
計
と
製
造
を
手
掛
け
た
名
古
屋
航
空
機
製
作

所
な
ど
航
空
機
や
航
空
機
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
製
造

し
て
い
た
。
こ
の
他
に
も
機
銃
や
弾
丸
製
造
す
る

日
本
最
大
の
豊
川
海
軍
工
廠
な
ど
県
内
く
ま
な
く

軍
需
産
業
が
あ
っ
た
。

こ
の
た
め
、
１
９
４
４
年
12
月
の
三
菱
航
空
機

工
場
へ
の
空
襲
を
皮
切
り
に
、
翌
年
３
月
と
５
月

の
空
襲
で
名
古
屋
の
中
心
市
街
地
は
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
。
８
月
７
日
に
は
豊
川
海
軍
工
廠
が

爆
撃
さ
れ
、
死
者
２
６
０
０
人
余
り
、
負
傷
者

１
万
に
あ
ま
り
の
被
害
を
出
し
て
い
る
。
死
者
は

名
古
屋
市
内
だ
け
で
も
７
８
５
８
名
、
負
傷
者

１
万
人
以
上
で
東
京
・
大
阪
な
ど
に
つ
い
で
犠
牲

が
多
い
。

朝
鮮
戦
争
で
よ
み
が
え
っ
た
三
菱
重
工

敗
戦
で
旧
三
菱
重
工
業
は
東
日
本
重
工
業
、
西

日
本
重
工
業
、中
日
本
重
工
業
に
分
割
さ
れ
る
が
、

朝
鮮
戦
争
の
最
中
の
１
９
５
２
年
に
、
三
菱
日
本

重
工
業
、
三
菱
造
船
、
新
三
菱
重
工
業
と
し
て
復

活
し
た
。
同
年
、
三
菱
重
工
小
牧
南
工
場
が
開
設

さ
れ
、
朝
鮮
戦
争
時
の
ア
メ
リ
カ
極
東
軍
の
機
体

修
理
作
業
か
ら
始
ま
り
、
ア
メ
リ
カ
企
業
と
の
ラ

イ
セ
ン
ス
生
産
に
よ
る
戦
闘
機
生
産
を
経
て
国
産

航
空
機
の
開
発
・
製
造
へ
と
復
活
を
始
め
た
。
ミ

サ
イ
ル
や
航
空
・
宇
宙
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
生
産
す

る
、
三
菱
重
工
小
牧
北
工
場
は
、
１
９
７
２
年
に

名
古
屋
航
空
機
製
作
所
の
小
牧
北
工
場
と
し
て
操

業
を
開
始
し
、
１
９
８
９
年
に
名
古
屋
誘
導
推
進

シ
ス
テ
ム
製
作
所
と
な
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
特
需
の

恩
恵
を
受
け
て
復
活
し
た
三
菱
重
工
は
、
今
や
日

本
の
最
大
の
軍
需
産
業
に
復
活
し
、愛
知
は
航
空
・

宇
宙
の
中
核
工
場
の
一
大
拠
点
と
な
っ
て
い
る
。

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
保
有
の
推
移

２
０
１
８
年
12
月
18
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
、

「
防
衛
計
画
の
大
綱
」
と
中
期
防
衛
力
整
備
計
画

で
、
中
国
の
軍
事
力
の
強
化
を
念
頭
に
、
海
上
自

衛
隊
の
護
衛
艦
「
い
ず
も
」
の
事
実
上
の
空
母
化

や
、
最
新
鋭
ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
Ｆ
35
の
導
入
、
島

嶼
防
衛
用
の
長
距
離
ミ
サ
イ
ル
保
有
が
明
記
さ
れ

た
。
こ
の
時
は
米
国
製
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｍ
・
Ｌ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｍ
（
射
程
約
９
０
０
キ
ロ
）
と
ノ
ル
ウ
ェ
ー
製
の
Ｆ

35
Ａ
に
搭
載
用
の
「
Ｊ
Ｓ
Ｍ
」（
射
程
５
０
０
キ
ロ
）

が
候
補
に
な
っ
た
。
２
０
２
０
年
12
月
の
閣
議
で

「
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
防
衛
シ
ス
テ
ム
の
整
備
等
及

び
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
強
化
」
が
決
定

さ
れ
た
が
こ
の
な
か
に
、多
様
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
か
ら
の
運
用
を
前
提
と
し
た
12
式
地
対
艦
誘
導

弾
能
力
向
上
型
の
開
発
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

２
０
２
２
年
、
岸
田
政
権
の
元
で
の
安
保
3
文

書
は
、
防
衛
力
の
抜
本
的
な
改
訂
を
打
ち
出
し
、

ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
保
有
な
ど
7
分
野

の
重
点
項
目
を
あ
げ
、
軍
事
費
を
向
こ
う
５
年
間

で
２
倍
に
し
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
が
で
き
る

長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
導
入
が
明
記
さ
れ
た
。
12
式

地
対
艦
誘
導
弾
の
地
発
射
型
の
ほ
か
艦
発
射
型
や

空
機
発
射
型
の
開
発
や
島
嶼
防
衛
用
高
速
滑
空

弾
、
極
超
音
速
高
速
滑
空
弾
の
開
発
・
製
造
が
本

格
的
に
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
巡
航

ミ
サ
イ
ル
ト
マ
ホ
ー
ク
４
０
０
機
の
購
入
が
決

三
菱
重
工
長
距
離
ミ
サ
イ
ル

　
製
造
・
配
備
反
対
行
動
に
つ
い
て	

山
本
み
は
ぎ

三菱重工小牧工場前での街宣
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ま
っ
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
敵
基
地
攻
撃
が
で
き
る
長
射

程
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
製
造
を
し
て
い
る
の
が
三

菱
重
工
小
牧
北
工
場
（
名
古
屋
誘
導
推
進
シ
ス
テ
ム
製

作
所
）
だ
。

三
菱
重
工
小
牧
北
工
場　
　
　
　
　
　
　
　

（
名
古
屋
誘
導
推
進
シ
ス
テ
ム
製
作
所
）

１
９
７
２
年
に
操
業
を
開
始
し
た
の
ち
、

１
９
８
９
年
に
独
立
し
て
名
古
屋
誘
導
推
進
シ
ス

テ
ム
製
作
所
と
な
り
、
ミ
サ
イ
ル
、
航
空
・
宇
宙

エ
ン
ジ
ン
、
制
御
機
器
関
係
製
品
の
生
産
し
て
い

る
。
敷
地
面
積
38
万
２
１
０
３・７
㎡
で
、
新
た
に

高
射
部
隊
に
地
対
空
誘
導
弾
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
と
し

て
配
備
が
開
始
さ
れ
、
２
０
０
７
年
か
ら
は
弾
道

ミ
サ
イ
ル
迎
撃
用
の
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
が
全
国
の
航
空
自

衛
隊
基
地
に
本
格
的
に
配
備
さ
れ
始
め
た
。

２
０
２
３
年
に
は
「
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
」

を
改
定
し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
さ
れ
た
武
器
輸
出

が
解
禁
さ
れ
、
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
を

支
援
の
た
め
に
不
足
し
て
い
る
米
軍
に
輸
出
さ
れ

た
。長

射
程
ミ
サ
イ
ル
の
開
発
・
製
造
は
、
島
嶼
防

衛
用
高
速
滑
空
弾
は
２
０
１
８
年
か
ら
開
発
が
始

ま
り
、
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
は
２
０
２
１
年
か
ら

開
発
を
始
め
て
い
る
。
今
年
、
３
月
に
熊
本
の

健
軍
駐
屯
地
に
配
備
さ
れ
た
、
25
式
地
対
艦
誘

導
弾
は
従
来
の
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
の
射
程
を

１
０
０
０
キ
ロ
以
上
に
し
た
も
の
で
、
す
で
に
量

産
体
制
に
入
っ
て
い
る
。
艦
発
射
型
や
空
発
射
型

も
開
発
・
製
造
さ
れ
て
い
る
。

今
年
、
陸
上
自
衛
隊
の
開
発
実
験
団
・
装
備
実

験
隊
が
置
か
れ
て
い
る
静
岡
県
の
富
士
駐
屯
地
に

も
全
国
で
初
め
て
「
25
式
高
速
滑
空
弾
」（
島
嶼
防

衛
用
高
速
滑
空
弾
改
め
）
が
配
備
さ
れ
た
。
今
回
配

備
さ
れ
た
の
は
「
早
期
配
備
型
」
で
射
程
距
離
は

３
０
０
～
５
０
０
km
と
推
測
さ
れ
、
２
０
２
６
年

度
内
の
追
加
配
備
先
は
宮
崎
県
の
え
び
の
駐
屯

地
、
北
海
道
の
上
富
良
野
駐
屯
地
へ
の
配
備
が
予

定
さ
れ
て
い
る
。
能
力
向
上
型
は
２
０
０
０
km
か

ら
３
０
０
０
km
に
も
な
る
と
い
う
。「
島
嶼
防
衛

用
」
と
称
し
て
い
る
が
、「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」

そ
も
の
で
あ
り
、
地
対
地
だ
け
で
な
く
、
対
艦
用

途
を
視
野
に
入
れ
た
性
能
向
上
型
や
、
潜
水
艦
発

射
型
の
開
発
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
２
０
２
５
年
３
月
に
は
、
対
地
攻
撃
用

で
和
製
ト
マ
ホ
ー
ク
と
い
わ
れ
、
地
上
攻
撃
が
で

き
る
新
地
対
艦
・
地
対
地
精
密
誘
導
弾
の
開
発
費

と
し
て
４
１
３
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

２
０
２
３
年
8
月
に
は
、 

ア
メ
リ
カ
の
ノ
ー
ス

ド
ロ
ッ
プ
・
グ
ラ
マ
ン
社
と
Ｇ
Ｐ
Ｉ
（
滑
空
段
階
迎

撃
用
誘
導
弾
）
の
共
同
開
発
を
開
始
す
る
こ
と
を
公

表
し
、
２
０
２
５
年
５
月
に
は
設
計
・
製
造
に
関

す
る
契
約
を
締
結
し
た
。
２
０
２
６
年
度
予
算
で

は
５
２
８
億
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。
２
０
３
０

年
度
開
発
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の

製
造
は
、
ほ
ぼ
三
菱
重
工
小
牧
北
工
場
が
一
手
に

担
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
２
０
２
３
年

か
ら
そ
れ
ま
で
の
２
倍
に
膨
れ
上
が
っ
た
軍
事
費

43
兆
円
の
う
ち
、
ス
タ
ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
関

連
経
費
は
５
年
間
で
約
５
兆
円
に
も
上
る
。

軍
拡
と
殺
傷
武
器
輸
出
解
禁
で
儲
け
る　
　
　

三
菱
重
工

三
菱
重
工
の
２
０
２
５
年
度
の
防
衛
・
宇
宙
事

業
の
売
上
収
益
は
１
兆
１
４
４
５
億
円
で
初
め
て

１
兆
円
を
超
え
、
２
０
２
４
年
度
比
で
38
％
も
増

加
し
、
３
年
連
続
過
去
最
高
に
な
っ
て
い
る
。

三菱重工小牧工場前での街宣

３
棟
を
新
設
し
て
い
る
。

航
空
自
衛
隊
の
90
式
空

対
空
誘
導
弾
な
ど
や
陸
上

自
衛
隊
用
の
88
式
地
対
艦

誘
導
弾
、
12
式
地
対
艦
誘

導
弾
な
ど
射
程
の
短
い
ミ

サ
イ
ル
を
中
心
に
製
造
し

て
い
た
が
、
１
９
８
０
年

代
半
ば
か
ら
ア
メ
リ
カ
の

レ
イ
セ
オ
ン
社
と
ロ
ッ

キ
ー
ド
マ
ー
チ
ン
社
が
開

発
し
た
ペ
ト
リ
オ
ッ
ト
ミ

サ
イ
ル
の
ラ
イ
セ
ン
ス
生

産
を
開
始
し
、
１
９
８
９

年
度
か
ら
航
空
自
衛
隊
の
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三
菱
重
工
は
、
ミ
サ
イ
ル
や
戦
闘
機
、
艦
艇
も

手
掛
け
る
国
内
最
大
の
軍
需
企
業
だ
が
、
過
去
20

年
間
ほ
ど
の
売
上
高
は
５
０
０
０
億
円
程
度
で

推
移
し
て
い
た
も
の
が
、
安
保
３
文
書
改
訂
と

武
器
主
出
の
全
面
解
禁
で
急
速
に
伸
び
て
い
る
。

２
０
２
６
年
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
の
も
が
み

型
護
衛
艦
の
輸
出
な
ど
も
あ
り
、
２
０
２
６
年
３

議
の
報
告
書
を
ま
と
め
政
府
に
提
出
し
た
こ
ろ
か

ら
、
三
菱
重
工
に
対
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。

提
言
が
出
さ
れ
た
直
後
、
初
め
て
三
菱
重
工
小

牧
北
工
場
に
「
12
式
地
対
艦
誘
導
弾
の
開
発
、
製

造
を
中
止
す
る
よ
う
求
め
る
要
請
書
」
を
申
し
入

れ
た
。
事
前
の
ア
ポ
の
連
絡
を
入
れ
た
に
も
関
わ

ら
ず
、当
日
は
会
社
側
か
ら
は
だ
れ
も
対
応
せ
ず
、

守
衛
が
渋
々
受
け
取
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
何
度
か

申
し
入
れ
行
動
を
し
て
い
る
が
対
応
は
い
つ
も
同

じ
で
、
担
当
部
署
さ
え
言
わ
な
い
。

安
保
3
文
書
が
出
さ
れ
て
以
降
、
撤
回
を
求
め

る
要
請
書
や
製
造
・
配
備
反
対
の
申
し
入
れ
書
を

何
度
も
提
出
し
て
い
る
が
、対
応
は
す
る
も
の
の
、

責
任
の
範
囲
で
し
か
回
答
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
で
い
つ
も
消
化
不
良
に
な
る
。
そ
れ
で
も
、
私

た
ち
の
声
を
本
丸
の
防
衛
省
に
届
け
る
に
は
地
元

で
で
き
る
こ
と
は
こ
の
方
法
し
か
な
い
。

２
０
２
５
年
2
月
に
結
成
さ
れ
た
「
戦
争
止
め

よ
う
！
沖
縄
西
日
本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
だ
っ
た
が
、
同
年
6
月
に
行
わ
れ

た
政
府
交
渉
に
は
愛
知
か
ら
の
要
請
項
目
を
ま
と

め
交
渉
に
も
参
加
し
た
。
要
求
項
目
と
し
て
は
、

①
憲
法
に
も
違
反
し
、
東
ア
ジ
ア
で
の
緊
張
を
高

め
戦
争
の
危
機
を
招
く
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
の
開

発
・
製
造
を
中
止
す
る
こ
と
②
九
州
・
琉
球
弧
へ

の
配
備
を
中
止
す
る
こ
と
の
２
点
。
そ
し
て
、
こ

の
時
ま
だ
最
終
組
み
立
て
や
輸
送
手
段
な
ど
何
一

つ
わ
か
ら
な
い
中
で
、
軍
事
用
の
火
薬
類
を
扱
う

抗議集会

「
日
油
」
で
最
終
組
み
立
て
を
行
う
の
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
質
問

項
目
を
入
れ
た
。日
油
の
周
囲
は
住
宅
が
隣
接
し
、

過
去
に
は
周
辺
住
民
を
巻
き
込
み
死
傷
者
を
出
す

事
故
を
何
度
も
起
こ
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
今

後
、
政
府
交
渉
や
各
地
で
の
集
会
に
は
積
極
的
に

参
加
し
て
い
き
た
い
。

２
０
２
５
年
６
月
か
ら
は
小
牧
の
三
菱
重
工
小

牧
北
工
場
前
と
小
牧
市
内
、
名
古
屋
市
内
と
場
所

を
変
え
て
毎
月
街
頭
宣
伝
を
行
っ
て
い
る
。
地
元

愛
知
で
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
製
造
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
市
民
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

い
。
地
道
な
活
動
だ
が
街
頭
に
立
っ
て
訴
え
実
態

を
知
ら
せ
る
活
動
は
継
続
し
て
い
き
た
い
。

い
よ
い
よ
配
備
が
始
ま
る
と
い
う
今
年
3
月
に

は
、
愛
知
県
平
和
委
員
会
な
ど
と
実
行
委
員
会
を

作
り
、「
三
菱
重
工
・
防
衛
省
は
長
射
程
ミ
サ
イ

ル
を
作
る
な
！
配
備
す
る
な
！
３
・
７
」
集
会
デ

モ
を
３
０
０
人
の
参
加
で
、小
牧
現
地
で
行
っ
た
。

軍
事
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
半
田
滋
さ
ん
の
基
調
講

演
と
、
ミ
サ
イ
ル
配
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
熊

本
・
静
岡
か
ら
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
沖

西
ネ
ッ
ト
に
参
加
す
る
団
体
か
ら
の
ア
ピ
ー
ル
も

あ
っ
た
。

こ
の
他
、
愛
知
の
基
地
・
軍
需
工
場
の
実
態
を

知
る
た
め
に
、
毎
年
基
地
・
軍
需
産
業
ツ
ア
ー
を

行
っ
て
い
る
。
県
内
全
域
と
は
な
か
な
か
い
か
な

い
が
、
尾
張
地
域
だ
け
で
も
、
小
牧
基
地
・
守
山

月
末
の
防
衛
関
連
受
注

高
を
前
年
比
15
％
増
の

６
兆
円
と
見
込
ん
で
い

る
。
ま
さ
に
「
死
の
商

人
」
と
し
て
な
ん
の
躊

躇
も
な
く
儲
け
て
い
る

企
業
で
あ
る
。

愛
知
で
の
取
り
組
み

私
た
ち
は
、
発
足
以

来
小
牧
基
地
の
基
地
機

能
強
化
や
小
牧
基
地
か

ら
の
海
外
派
兵
に
反
対

す
る
行
動
を
主
に
や
っ

て
き
て
、
三
菱
重
工
に

対
し
て
は
ほ
と
ん
ど
対

応
を
し
て
こ
な
か
っ

た
。
２
０
２
２
年
11
月

に
政
府
の
、
防
衛
力
強

化
に
関
す
る
有
識
者
会
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特
集
　
高
市
政
権
を
問
う
Ⅳ 

︱
高
市
政
権
の
軍
拡
政
策
と
天
皇
制
政
策
︱

駐
屯
地
、
春
日
井
駐
屯
地
と
、
高
蔵
寺
弾
薬
庫
な

ど
の
自
衛
隊
の
施
設
や
、
三
菱
重
工
北
・
南
工
場

は
じ
め
、
国
内
唯
一
の
小
銃
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
豊

和
工
業
、
銃
弾
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
旭
精
機
な
ど
基

地
・
軍
需
産
業
が
集
積
し
て
い
る
。

ま
た
、
武
器
取
引
反
対
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
杉
原

さ
ん
を
迎
え
て
の
講
演
会
は
、
２
０
２
１
年
か
ら

年
1
回
開
催
し
て
い
る
。
武
器
取
引
や
開
発
を
め

ぐ
る
動
き
は
、
こ
こ
数
年
加
速
度
的
に
進
ん
で
い

る
。
そ
の
実
態
を
知
る
こ
と
は
行
動
の
基
礎
に
な

る
こ
と
で
学
習
活
動
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ

る
。

今
後
の
動
き

２
０
２
２
年
の
安
保
3
文
書
の
改
定
以
来
、
軍

拡
が
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
る
。
正
直
、
な
か
な

か
時
期
を
得
た
対
応
が
で
き
て
い
な
い
の
が
現
状

だ
。
今
年
度
も
長
射
程
ミ
サ
イ
ル
が
更
に
配
備
さ

れ
る
。
三
菱
重
工
小
牧
北
工
場
に
対
す
る
引
き
続

き
の
行
動
も
、
月
一
行
動
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
幅

広
い
方
た
ち
が
参
加
す
る
行
動
を
模
索
し
て
い
き

た
い
。
東
海
防
衛
支
局
へ
の
都
度
の
申
し
入
れ
も

継
続
し
、
沖
西
ネ
ッ
ト
の
政
府
交
渉
に
も
参
加
し

愛
知
か
ら
の
声
を
届
け
た
い
。

こ
れ
ま
で
で
き
て
い
な
い
の
は
、
地
元
自
治
体

へ
の
働
き
か
け
で
あ
る
。
有
事
の
際
に
軍
需
産
業

は
軍
事
目
標
に
な
る
。
戦
前
の
愛
知
で
の
空
爆
の

実
態
を
み
れ
ば
明
ら
か
で
、
ひ
と
た
び
戦
争
が
起

こ
れ
ば
多
く
の
民
間
人
が
犠
牲
に
な
る
。
小
牧
市

は
、
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
飛
来
を
想
定
し
て
避
難
訓

練
を
行
っ
て
い
る
が
、
標
的
に
な
る
三
菱
重
工
と

い
う
軍
需
工
場
の
存
在
を
想
定
し
な
い
訓
練
な
ど

は
、
南
西
諸
島
の
島
々
か
ら
12
万
人
の
人
た
ち
を

避
難
さ
せ
る
と
い
う
荒
唐
無
稽
な
計
画
と
何
ら
変

わ
り
の
な
い
訓
練
で
あ
る
。
愛
知
県
で
も
三
河
湾・

名
古
屋
港
・
中
部
空
港
が
特
定
利
用
港
湾
・
空

港
に
指
定
さ
れ
た
。「
国
民
保
護
」
は
自
治
体
の

役
割
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
愛
知
県
や

地
元
自
治
体
は
、
有
事
を
起
こ
さ
せ
な
い
た
め
に

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
あ
り
、
軍
需
産
業
や
民

間
の
港
湾
・
空
港
が
軍
事
に
使
わ
れ
る
危
険
性
を

も
っ
と
自
覚
し
、
行
動
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
か
ら
自
治
体
へ
の
働
き

か
け
を
も
っ
と
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
う
。

何
よ
り
も
大
事
な
こ
と
は
、
愛
知
で
作
ら
れ
た

「
敵
基
地
攻
撃
の
能
力
」
そ
の
も
の
の
長
射
程
ミ
サ

イ
ル
や
次
期
戦
闘
機
が
他
国
で
人
を
殺
す
こ
と
に

使
わ
れ
、
加
害
者
の
立
場
に
な
る
と
い
う
こ
と
だ
。

そ
も
そ
も
、
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
は
憲
法

に
違
反
す
る
。政
府
が
こ
れ
ま
で
言
っ
て
き
た「
専

守
防
衛
」
に
も
反
す
る
。
ア
メ
リ
カ
の
対
中
戦
略

の
中
で
、
日
本
は
、
軍
事
費
の
大
幅
増
加
、
ス
タ

ン
ド
・
オ
フ
防
衛
能
力
の
保
有
、
南
西
諸
島
や
西

日
本
各
地
で
の
軍
事
力
の
強
化
、
日
米
共
同
作
戦

計
画
の
具
体
化
、
指
揮
統
制
の
連
携
強
化
共
同
演

習
の
増
加
な
ど
、
自
衛
隊
と
米
軍
の
統
合
運
用
、

武
器
輸
出
の
全
面
解
禁
、軍
事
面
だ
け
で
は
な
く
、

半
導
体
や
宇
宙
・
サ
イ
バ
ー
な
ど
経
済
安
保
の
拡

大
、
秘
密
保
全
法
や
ス
パ
イ
防
止
法
な
ど
国
内
治

安
弾
圧
体
制
の
強
化
、
憲
法
「
改
正
」
の
動
き
の

加
速
な
ど
社
会
・
経
済
ま
る
ご
と
軍
事
態
勢
に
移

行
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
あ
き
ら
め
ず
、
各
地
と
つ
な
が
り
声
を
上

げ
続
け
る
こ
と
が
こ
の
流
れ
を
止
め
る
た
め
に
で

き
る
こ
と
だ
と
思
う
。

（
や
ま
も
と
・
み
は
ぎ
／
不
戦
へ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

東海防衛支局での申し入れ行動


	



